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  あとがき 

 

 恐縮ですが、私事を書かせていただきます。私が核データニュースの編集委員会に

参加させていただいたのは、2007年3月からでした。私の役目は、炉物理側からの核

データ関連情報を集めて、核データ分野の皆さんにお届けすることであったと思いま

す。以下は、核データニュースNo.91（2008年10月号）に初めて書かせていただいた

「あとがき」の一部です。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 9 月の中旬に、炉物理国際会議PHYSOR2008 がスイスで開かれました。 ・・・・・・ 

核データ研究者の参加が多かったのが印象的でした。昔は、核データ研究者は炉物理

の会議には近寄らず、炉物理研究者は核データの会議には近寄らないことが多かった

ように思いますが、近年、特に新型炉開発の世界では、炉心の核設計の信頼性を確保

し精度を向上させるためには、核データと炉物理が協力して研究開発を行わなければ

ならないという認識が、米仏日を中心に定着しつつあります。この流れに歩調を合わ

せて、核データニュース編集委員会も、積極的に炉物理ネタの寄稿をお願いしていま

す。 

 ・・・・・・・・・ 

 50 年代の米国のPops に、"To know know know him, is to love love love him..."

という歌詞がありました。隣の分野が何をやっているのか何を必要としているのか、

まず関心を持つことから、分野間の協力関係が始まるのだと思います。核データニュ

ースの記事が、そのきっかけのひとつになればいいなと思っています。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 今も、この気持ちは変わっておりません。両分野の相互理解・交流がいっそう進展

して、近年のV&VやUQへの要求を満たすことができることを深く期待しています。 

 

（※なお、私は来年3月末で原子力機構から完全リタイアしますので、核データニュ

ース編集委員も2月号で退任させていただきます。今回、このあとがきを書く機会を

与えていただいたのは、柴田編集長のおはからいでした。ありがとうございました。） 
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